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いよいよ本格的な夏の到来です。夏休みま

であと１５日、一学期のまとめの期間です。

６月２６日・２７日には、田二小恒例の「ほ

たる観賞会」が行われました。２日間で、の

べ約３４００名の方が来校し、幻想的な「ほ

たるの乱舞」を観賞しました。多くの保護者

や元ＰＴＡ会長とＰＴＡ役員の方々のご協力

により、大成功でした。ありがとうございま

した。例年、多くの卒業生も集まり、ミニ同

窓会のようです。卒業生の成長した姿を目に

することができるのは、教師にとって、大き

な喜びです。

さて、この頃、よく犬を連れた人に会いま

す。みなさんの中にも犬や猫のほか、いろい

ろな動物を飼っている人もいると思います。

このところ、空前のペットブームが続いてい

て、大勢の人がさまざまな動物を飼い育てて

います。ペットを飼ってもよいマンションや

アパートも人気になり、増えてきました。ペ

ットの中でも犬や猫は、はるか昔から私たち

人間ととても仲良くしてきた動物です。でも、

そのすべての犬や猫たちが、幸せな一生を送

っているかというとそうではありません。飼

い主の勝手な都合で捨てられて、保健所で殺

処分される犬と猫の数は、年間３０万匹、１

日にすると１０００匹もの数になるのが現実

です。私たちのそばに寄り添ってくれる犬や

猫は、人間にとって昔からの支えであり、疲

れた気持ちを和らげてくれる最高の友達であ

ると私は思っています。

今回は、盲導犬として目の不自由な人を支

えた犬の一生をまとめた本を紹介します。本

の名は、『盲導犬クイールの一生』です。テ

レビや映画で見た人もいるかも知れません。

この本は石黒謙吾さんが、実話に基づき書き

ました。

東京のある家で、ラブラドール・レトリバ

ーの子犬が５匹生まれました。飼い主は、子

犬が生まれたらそのうちの１匹をぜひ盲導犬

にしたいと思っていましたので、一番おとな

しかった子犬を、盲導犬の候補として育てて

くれる人に預けることにしました。盲導犬は、

目の不自由な人が歩くとき、その人の目の代

わりになって段差や障害物を知らせ、助けて

くれる犬です。

預けられたその子犬は、「クイール」と名

付けられました。クイールは、さらにその後、

盲導犬になる盲導犬訓練所に移され、訓練士

から盲導犬としてたくさんの時間をかけて育

てられます。盲導犬としての訓練が終わった

クイールは、その後、あまり犬が好きではな

い渡辺さんという人の盲導犬になりました。

クイールは、盲導犬としては平均的な犬でし

たが、とても素直な犬でした。いつも渡辺さ

んのそばにぴったりと寄り添い、自分の役目

をしっかり果たしました。初めは犬が好きで

はなかった渡辺さんの気持ちも、次第に変わ

り、渡辺さんに「盲導犬がこんなにすばらし

いパートナーだとは思わなかったよ・・・」

と言わせるまでになったのです。続きは・・

・。ぜひ読んでみてください。

この物語は、犬のやさしさ、人のやさしさ

とは何かについて読者に問いかけています。

また、この本には、クイールの姿を撮ったた

くさんの写真が載せられています。ぜひ、み

なさんにこの本を読み、やさしさという意味

を感じてもらいたいと思います。今年の夏休

みは４４日間です。児童は、さまざまな経験

をすると思いますが、良い作品にもたくさん

触れていくことで、心を豊かに育ててほしい

と願っています。


